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『感覚・知覚心理学ハンドブック』
の第三版が登場！
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本書の特色

組 見 本
45％ 縮小

  感覚・知覚研究の多様な知見を網羅
各感覚の研究に関する詳細な解説や、認知心理学との関係が密接な注意・記憶研究、
fMRI や NIRS などの生理学的指標を利用した研究のほか、感覚・知覚研究の歴史や研
究法、そして各分野の応用研究も掲載され、感覚・知覚研究に関連する多様な知識を
一冊で網羅できる。

  最新の研究成果の紹介など情報をアップデート
『新編 感覚・知覚心理学ハンドブック』『新編 感覚・知覚心理学ハンドブック Part2』

の刊行時からますます発展した感覚・知覚研究。本書では国内外の最新の研究成果を
数多く紹介する。カラー図版も増量し、旧版から情報をアップデート。

   工学・医学などの他分野に関連する内容も包括
感覚・知覚研究は心理学だけでなく、生理学、医学、人間工学、デザイン、教育とも
関係が深い。本書では多方面の研究者を迎え、「ヘッドマウントディスプレイの視覚
研究への利用」や「聴覚障害・言語聴覚障害」「味覚障害」など他分野に関連する内
容を多数紹介している。

「視覚」「聴覚」「触覚」「前庭機能」「嗅覚」「味覚」「時間知覚」といった領域ごとに、過去から積

み上げられてきた研究や最新の知見を紹介。

第三版では『新編 感覚・知覚心理学ハンドブック』（1994 年）と『新編 感覚・知覚心理学ハンド

ブック Part 2』（2007 年）を統合し、新たな内容も加えて全面リニューアル。およそ 150 名の執

筆者を迎え、各分野の基礎から応用研究までを一冊に網羅したハンドブック。
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